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令和元年度支部保険者機能強化予算の実施結果

執行率は78% , KPIの達成に寄与する等、一定の効果をあげた(参考資料3参照）

執行率予算額 執行額 主な取組

11,534千円 8,633千円 74.8%

・ ジェネリック医薬品軽減額通知サービスの未切替
者に対する介入

・ 若年層を対象としたジェネリック医薬品の使用促進

・ 多剤服用者への介入

・ インセンティブ制度の周知

44,585千円 35,119千円 78.8%

・ 特定健診に係る集団健診

・ 健診推進経費（報奨金制度）

・ 未治療者受診勧奨

・ とやま健康企業宣言に係る普及啓発

・ 健康づくり等に関する事業所実態調査

56,119千円 43,572千円 78.0%
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➤ 事業所健康度診断による健診結果の見える化
➤ 自治体（国民健康保険）との共同分析

➤ 健診受診率、特定保健指導実施率向上
➤ 重症化予防対策の推進
➤ コラボヘルス（とやま健康企業宣言）の推進

➤ メディアを活用した広報の推進
➤ 適正受診の啓発
➤ 健康保険委員の委嘱拡大

ビッグデータを活用した分析結果の提供１

データ分析に基づいた第２期保健事業実施計画
（データヘルス計画）の着実な実施２

広報活動や健康保険委員を通じた加入者等の
理解促進３

➤ ジェネリック医薬品軽減額通知の実施
➤ データ分析に基づく医療機関や加入者への働きかけ

ジェネリック医薬品の使用促進４

➤ 重複投薬、多剤服用者への介入

➤ インセンティブ制度の周知

➤ 令和２年度パイロット事業「検診車における遠隔面談を活用した初
回面談の分割実施」の実施

➤ 医療審議会、地域医療構想調整会議への参画
➤ 審議会等におけるデータ分析に基づく意見発信

医薬品の適正使用の推進５

インセンティブ制度の着実な実施６

パイロット事業７

地域の医療提供体制への働きかけや医療保険
制度改正等に向けた意見発信８

令和２年度富山支部事業計画（戦略的保険者機能）

KPI達成や戦略的保険者機能の更なる発揮に繋げることが重要

KPI

・ 生活習慣病予防健診受診率、事業者健診データ取得率、
被扶養者の特定健診受診率

・ 特定保健指導の実施率
・ 受診勧奨後3カ月以内に医療機関を受診した者の割合

データ
ヘルス
計画

・ メタボリックシンドロームの該当者及び予備群の割合を減少さ
せ、全国平均以下にする

・ 「とやま健康企業宣言」の宣言事業所数520社(2023年度)

KPI
・ 支部のジェネリック医薬品使用割合

※ 医科、DPC、調剤、歯科における使用割合

KPI

・ 他の被用者保険者との連携を含めた、地域医療構想調整会議
への被用者保険者の参加率

・ 「経済・財政と暮らしの指標「見える化」データベース」などを活
用した効果的な意見発信

KPI
・ 広報活動における加入者理解率の平均
・ 全被保険者数に占める健康保険委員が委嘱されている事業所

の被保険者数の割合
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インセンティブ制度結果（平成30年度）

富山は全国18位に留まる , 特に評価指標③⑤が低位

① 特定健診等の実施率：9位

② 特定保健指導の実施率：4位

③ 特定保健指導対象者の減少率：45位

④ 受診勧奨を受けた要治療者の医療機関受診率：12位

⑤ 後発医薬品の使用割合：25位
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平成30年度健診結果（スコアリングレポート）の支部別比較

運動習慣・睡眠習慣が全国ワースト1位
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令和３年度支部保険者機能強化予算の検討について

下記項目の改善・強化に繋がる取組について、どのように考えるか

➤ 令和元年度予算の実施結果を踏まえた見直し

➤ 事業計画や第２期保健事業実施計画の達成、戦

略的保険者機能の更なる発揮

➤ インセンティブ制度における低位項目（特定保健

指導対象者減少率、ジェネリック医薬品使用割合）

の改善

➤ 睡眠習慣、運動習慣の改善
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7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

評
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富
山
支
部

本
部

保険者機能強化予算（案）の作成

予算の確認・整理

事業計画（案）の作成

整理結果
計画・予算

提出

スケジュール（現時点での見込み）

予算案提出

意見交換意見交換 意見交換 意見交換

【今回】
令和３年度
保険者機能
強化予算

令和３年度
保険者機能
強化予算

令和３年度
事業計画・
保険者機能
強化予算

令和３年度
事業計画・
保険者機能
強化予算

評議員の皆様よりご意見をいただき、検討を進める


